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佐久市中心部における宿泊施設の分布と宿泊客の特
性 : 高速交通機関の発展に着目して



























































































































旅館 5室以上 － －
簡易宿所 － 客室の床面積33㎡以上 壁・板戸・ふすま等








































































































































































































































































































1 ホテル 151室 360人 79人 1994年 1899年 宴会場（600名）
2 ホテル 20室 120人 13人 1986年 和室10，洋室10，宴会場（250名）
3 ホテル 73室 95人 11人 2002年 1983年 宴会場（100名）
4 ホテル 54室 90人 38人 1984年 1984年 宴会場（200名）
5 ホテル 14室 70人 19人 1990年
1980年代
和室７，洋室７，宴会場（150名）
6 ホテル 32室 35人 9人 宴会場（50名）
7 ホテル 94室 282人 12人 2010年 朝食無料，駐車場70台
8 ホテル 143室 200人 20人 2006年 2006年 朝食無料，駐車場91台
9 ホテル 139室 175人 29人 2010年 2005年 朝食サービス500円，駐車場有
10 ホテル 98室 160人 27人 1998年 1998年 宴会場あり，駐車場250台
11 ホテル 78室 90人 16人 2006年 1998年 朝食無料，駐車場70台
12 旅館 10室 35人 4人 1985年
13 旅館 15室 30人 4人 1970年
14 旅館 15室 30人 4人 1974年
15 旅館 7室 20人 3人 1982年
16 旅館 7室 15人 2人 2011年
17 旅館 7室 15人 2人





















































































































収容人数 施設数 収容人数 施設数 収容人数 施設数 収容人数（増減率） 施設数（増減率）
対象範囲 1,673人 28軒 1,951人 25軒 1,804人 17軒 131人(7.83%) －11軒(39.2%)
旧佐久市 2,094人 36軒 2,356人 33軒 1,915人 20軒 －179人(8.54%) －16軒(44.4%)














































































































































人口 普通建設費 維持補修費 公共事業費 人口一人当たり
公共事業費
佐久市 100,200人 10,079,564千円 717,392千円 10,796,956千円 107.75千円
一般市 77,585人 3,890,207千円 331,908千円 4,222,116千円 54.42千円
長野県 90,441人 5,085,631千円 455,845千円 55,415,476千円 61.27千円
全国 143,797人 6,653,595千円 670,323千円 732,391千円 50.93千円
注１）特例市，中核市，政令市を除く市を指す
注２）普通建設費と維持補修費を合わせて公共事業費とする
 （地方財政状況調査により作成）
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院で働く非常勤医師である．聞き取り調査からは，
特に信州大学からの医者が多いと推察され，年間
を通して毎週決まった曜日に宿泊している．
このように，工業団地や病院に関連したビジネ
ス目的の東京方面からの宿泊客が減少してしまっ
ていることが，新幹線開業以前の宿泊施設にとっ
て，佐久市が日帰り圏になってしまったことや新
しいホテルによる宿泊客の吸収として感じられて
いる．
上記のほかには警察署や税務署などの官庁への
出張が挙げられる．合併以前に中心市街地を形成
していた岩村田地区や臼田地区では，官庁への出
張に伴って宿泊や宴会が行われていたが，合併に
より行政の中心が移動してしまったことで利用客
が減少してしまっている．また，逆に中込では，
合併以後に宴会需要が増加している．従って，市
町村合併は，宿泊および宴会需要の空間的な構造
を変化させたという意味で影響していると考えら
れる．
２）観光にともなう宿泊需要
佐久市ではビジネス需要が多くを占めるため，
観光目的の宿泊割合は少ない．しかし，観光にお
いて佐久市は周辺への観光拠点としての役割を
担っている．なぜなら，観光先は特に軽井沢が多
く，じゃらんや楽天トラベルに代表される大手宿
泊予約サイトや，各社ホームページにおいても軽
井沢へのアクセスについて言及されているからで
ある．軽井沢への拠点として利用する宿泊客は，
軽井沢の宿泊施設の予約が埋まってしまったため
に佐久市に宿泊する消極型と，軽井沢よりも佐久
市の宿泊価格が安いことを知っているために佐久
市に宿泊する軽井沢常連客の積極型のどちらかで
あると考えられる．少数ではあるが，白樺湖，八ヶ
岳，清里高原など軽井沢以外への観光客もみられ
た．
上述のように，観光目的の宿泊において，主に
佐久市外への観光拠点として利用されることが多
いが，５月のゴールデンウィーク時においてはそ
の限りではない．佐久市では毎年５月にバルーン
フェスティバルが行われ，大会の際には会場準備
をする主催者側のスタッフをはじめ，出場する選
手や観光客が佐久市内に宿泊する．当日は朝早く
の移動になるため，朝食を付けず素泊まりとなる．
また，市内観光の一つとして，近年注目されつ
つあるのが街道観光である．これは，中山道を実
際に歩いてみるという主旨の観光で，定年退職後
などの高齢者を中心に比較的冷涼な春や秋に行わ
れている．街道観光の宿泊客は特に古くからの旅
館に多くみられ，歴史を感じられる宿泊施設を志
向していると予想される．
３）その他の宿泊需要
業務および観光以外では，まず合宿での宿泊が
挙げられる．合宿の内容は，スポーツ合宿，ゼミ
合宿，自動車免許合宿など多岐にわたり，宿泊施
設ごとに客層は異なっている．客室のほとんどが
シングルルームによって構成されているホテルに
おいても合宿客はみられ，宿泊先の選定理由も，
価格や客室のほか，宴会場の有無，あるいは大型
バスを受け入れられるか，など多様であると考え
られる．
次に，佐久市では通院を目的とした宿泊もみら
れる．長寿の都市として紹介される佐久市を支え
る医療には，全国から患者が集まっており，そこ
に宿泊を伴っている．宿泊需要としては少数であ
るが，顔なじみの常連客として同一の宿泊施設に
宿泊している．通院目的の宿泊は主に老老介護と
なっており，通院の前日に夫婦一組で１泊すると
いう宿泊パターンがほとんどである．患者の通院
頻度によって２か月に一度，あるいは半年に一度
など宿泊頻度も異なる．
４）宿泊施設の事例
（1）事例１：中規模宿泊特化型Ａホテル
Ａホテルは1995年以降に立地したホテルの一つ
で，全国展開を行っているチェーンホテルである．
全体の約８割が業務を目的とした宿泊で，そのう
ち４割ほどが工事関係者の宿泊となっている．
残りの６割が一般のビジネスマンなどで，特に
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北中込の工業団地である佐久リサーチパークへの
出張が多い．病院の非常勤医師や製薬会社の営業
マンの宿泊もあり，年間を通して毎週決まった曜
日に宿泊している．ビジネスマンの宿泊は月曜日
から金曜日の平日にみられ，土木関係の宿泊では
月曜日から土曜日までの連泊となっている．平日
に対し休日は稼働率が相対的に低くなっている
が，ゴルフやツーリングのための宿泊客が来訪し
ている．全体として新幹線でアクセスする宿泊客
は少ないが，大型車を受け入れ可能にしているの
で，工事車両や大型バスを伴った宿泊も可能であ
る．近年では，中山道観光のための大型バスのツ
アー団体や，ハンドボールの合宿団体も宿泊して
いる．
（2）事例２：大規模宿泊特化型Ｂホテル
ＢホテルもＡホテルと同様に1995年以降に立地
したホテルの一つで，朝食無料かつ低価格で，宿
泊特化型の性格を有している．平日は業務目的の
宿泊がほとんどで，ビジネス客のうち６割程度が
工事関係者の宿泊である．ビジネスマンでは工業
団地への出張が主となっており，御代田や小田井
の工業団地が多い．これらの宿泊客は東京方面か
らの車でのアクセスが多く，新幹線利用者は１割
にも満たない．Ｂホテルでは，平日休日問わず，
高稼働率を維持している．休日では家族連れの宿
泊客が増加し，宿泊客のおよそ半数が家族連れと
なる．また，全体として常連客が多く，９割近く
を常連客が占めている．冬のスキー客などはみら
れないが，７月，８月には観光客や中高生の合宿
客が増える．
（3）事例３：中規模多機能型Ｃホテル
Ｃホテルは1995年以前から立地していたホテル
で，100人以上を収容できる大型の宴会場を併設
したホテルである．宿泊客では単独のビジネスマ
ンが多く，総合病院への営業を行う製薬会社の宿
泊が中心である．これらは創業当時からの常連と
して定着しており，新幹線開業による影響は強く
みられない．観光シーズンとされる８月やゴール
デンウィーク時は７割近くが観光者となり，軽井
沢への観光が多い．合宿の客もみられるがわずか
であり，８月では佐久に帰省してきた人の宿泊も
ある．Ｃホテルでは宿泊よりも宴会などの収益が
メインとなっており，近年では食事だけはホテル
で行うというような法事のパターンも増加してい
る．
（4）事例４：小規模多機能型Ｄホテル
Ｄホテルは1995年以前から立地しているホテル
の一つで，大型宴会場を所有している．宿泊客の
８割がビジネス客となっていて，その多くは警察
署や税務署といった官庁への出張である．そのた
め，合併によって役所が移動すると，宿泊客や宴
会利用も減少した．７月，８月には合宿客と観光
客で満室となり，ビジネス客を断らざるを得ない
こともある．観光先は軽井沢，白樺湖，清里など
である．５月には佐久市で合気道の大会が開かれ，
北欧からの宿泊客による連泊もみられた．全体と
して半数以上がリピーターであり，新幹線利用者
も半数近くいる．新幹線開業後は，北関東や東北
方面からも宿泊がみられるなど，プラスの影響も
みられている．一方Ｄホテルにおいても宴会収入
が主となっており，これが経営を維持できる要因
となっている．
（5）小規模多機能型Ｅホテル
Ｅホテルは1995年以前から立地しており，佐久
市でも低価格の宿泊を提供している．その安さの
ため，工事関係者の宿泊が多く，宿泊客全体で９
割を超えており，観光を目的とした宿泊はほとん
どみられない．工事関係者は，夕食付で何日も連
泊するため，夕食に飽きないように工夫をするな
ど，工事関係者に対応した経営を行っている．こ
の他，自動車学校と提携を組み，夏には運転免許
取得のための合宿もみられ，宿泊以外では無尽に
よる宴会収入も重要である．
（6）小規模Ｆ旅館
Ｆ旅館は大正時代から開業している旅館であ
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る．20年ほど前では，病院への営業を行うビジネ
スマンが宿泊していたが，新幹線による日帰り化
の影響を受け，近年ではほとんどみられない．し
かしながら，昔ながらの雰囲気を好んで，書道や
詩などをたしなむいわゆる文化人による宿泊がみ
られる．予約は電話のみで受け付けることで，宿
泊客の目的に応じてできる限りの対応をしてお
り，苦手料理がないように食事をアレンジするな
どといった心配りがなされている．基本的には宿
泊をメインとしているが，要望があれば宴会も
行っており，地元客が冠婚葬祭で利用することも
ある．
Ⅳ－３　小括
佐久市における日常的な宿泊客は大部分がビ
ジネス目的である．これらについては淺野ほか
（2005）による東広島市の事例とも共通しており，
ゴルフトーナメントや祭りなどのイベントが開催
される度に一時的な繁忙期を迎える点についても
佐久市は同様の傾向を見せている．本研究では大
学に関連した入試や学会に伴った宿泊はみられな
かったが，総合病院が立地していることで，ビジ
ネスやわずかではあるが定期的な通院のための宿
泊がみられ，これは佐久市固有の特徴の一つとい
える．観光については，近年街道観光という新し
い観光が見られつつあるものの，佐久市を目的と
した観光は依然として多いとはいえず，軽井沢を
はじめとする市外への観光を目的とした宿泊の方
が多い．このような点から，佐久市は観光目的地
としてよりも，軽井沢へのアクセシビリティを生
かした観光拠点としての性格が強いといえる．
ホテル経営への影響として，ホテルへのアン
ケート結果から，西野（2012）は高速交通機関の
整備をマイナス要因として捉えており，佐久市に
おいても，上越新幹線の開通に伴って大型のホテ
ルチェーンが進出し，東京からの日帰り化を進行
させたことで，佐久平駅開業前から立地していた
宿泊施設では宿泊需要の減退がみられた．しかし
一方で，高速交通機関の整備そのものが，工事関
係者による宿泊を増加させており，一過性ではあ
るがプラスの側面もあったといえる．また，先述
の通り，公共事業に依存している佐久市では，行
政の政策方針の影響もうけやすいということがう
かがえる．
現在，佐久平駅や佐久インターチェンジに立地
する宿泊施設では，その交通利便性の高さから土
日でも家族連れの宿泊客を獲得しているため，稼
働率を維持することが可能であるが，宿泊需要が
減少した既存の宿泊施設では，価格を下げて客層
を絞る，料理に自由度を持たせて飲食店としての
機能を高めるなど個別の宿泊施設ごとに多様な対
応が確認され，冠婚葬祭や温泉などの宿泊以外の
利用客によって収益を確保しているという現況も
みられた．従って，高速交通機関が整備されたこ
とは，東京からのビジネスや観光の日帰り化によ
る佐久市全体の宿泊需要の減退と，佐久平駅周辺
に進出した大型ホテルの開業による宿泊需要の吸
収を引き起こし，既存の宿泊施設の経営の多様化
を促したと推察される．佐久市としては，今後継
続的な佐久市全体の宿泊需要の獲得が必要である
と考えられる．
Ⅴ　おわりに
本研究は，長野県佐久市を対象に，宿泊施設の
分布と宿泊客の特性を通して，宿泊特化型のホテ
ルが全国的に展開する近年の地方都市の内部構造
の変化と宿泊需要を明らかにすることを目的とし
た．本研究で明らかになったことは以下の３点に
要約できる．
第１に，佐久市においては1990年代以降宿泊施
設全体が減少していく中においても，高速交通機
関が整備されていったことを背景に宿泊特化型の
性格を有したホテルが佐久平駅周辺に進出し，新
しいホテルの集積地が形成されている．これらの
ホテルは駅前立地でありながら大規模駐車場を所
有しており，休日においても客室稼働率を維持で
きている．また，このような新規ホテルの立地に
よって佐久市の宿泊施設は淘汰されてきており，
法人需要の減少や建物の老朽化なども重なって，
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資金繰りが経営に追い付かなかった既存の宿泊施
設は廃業を強いられることになったと考えられ
る．
第２に，旅館については岩村田，中込，野沢，
臼田などに分布しており，1995年以降に立地した
新規ホテルとは明らかに異なる分布パターンを確
認できた．この点から，旅館は旧来の核心地域を
示すものといえるが，1980年代の近代化事業に
よって中込にはホテルの新規立地や駅前旅館から
の業態転換がみられ，1995年以前に立地したホテ
ルについては旧来の核心地域にも分布している．
このようなホテルは大規模宴会場を併設してお
り，宿泊以外の飲食や結婚式などの収益によって
経営を維持できている．
第３に，佐久市では日常的な宿泊客は大部分が
ビジネス客であり，特に公共事業による工事関係
者の宿泊が多いことがわかった．そのため，行政
の政策方針や景気の影響を受けやすく，公共事業
の縮小や入札における地元企業優先の方針は宿泊
客減少に直接的に影響はあるものと推察される．
また，新幹線やインターチェンジの開業は，東京
方面からのビジネスや観光の日帰り化を招くな
ど，負の側面が着目される一方で，開業のための
工事や設備維持のための工事によって宿泊需要を
生み出すなど正の側面もみられた．
なお，本研究では宿泊客に対する調査は行って
おらず，どのような客がどのような理由で宿泊地
を選定しているのかについては具体的に明らかに
されていない．これらを今後の課題とし，地方都
市が地域としてどのような対応をしていくべき
か，より深く検討していきたい．
本研究における現地調査に際して，佐久市観光交流推進課，佐久保健福祉事務所ならびに佐久市内の宿
泊施設の方々には大変なご協力を賜りました．末筆ながら，記して感謝申し上げます．
［注］
１）松村（1991）によると，婚礼・披露宴・宴会などの社交的行事，商談・会議などの業務活動，スポーツ・
娯楽施設などの余暇活動に対する機能提供である．
２）1983年～2013年の各年次発行のものを用いた．
３）『全国ビジネスホテルガイド』（実業之日本社，2012）による．
４）現地調査の際に宿泊施設の方よりいただくことができた，2002年，2006年，2013年に発行されたもの
を用いた．なお，過去の「めぐりある記」については行政では保存していない．
５）フォーラム福岡19号『長野新幹線にみる新幹線の「光」と「影」』（2008年３月29日発行）による．
http://www.forum-fukuoka.com/bullet_train/19_0815/（最終閲覧日2015年１月８日）
６）鉄道・運輸機構便り平成19年秋季号『沿線に活力を吹き込みながら－長野新幹線の10年を振り返る－』
（2007年10月発行）による．http://www.jrtt.go.jp/01Organization/publicity/pdf/prm/no15-04.pdf（最
終閲覧日2015年１月８日）
７）佐久市観光ビジョン（2012年３月）http://www.city.saku.nagano.jp/cms/html/entry/7505/file473.pdf
（最終閲覧日2015年１月８日）
８）松村（1991）に則り，ホテルについては客室数，旅館については収容人数によって規模を比較する．
９）信濃毎日新聞『佐久平駅前に東横イン開業』（2006年10月25日），『新潟県の業者ホテル開業へ』（2004
年６月18日），『佐久平駅近くのリゾート宿泊施設は109室』（1997年11月８日）による．
10）信濃毎日新聞『佐久セントラルホテル閉鎖へ』（2008年10月23日）による．
11）宿泊旅行統計の調査対象は日本国内において宿泊業を営む全宿泊施設となっているが，佐久市内にお
いては，従業者数10人以上の宿泊施設のみ調査票が回収されている．また，宿泊旅行統計の調査は３ヶ
月ごとに行われており，調査ごとに調査票の回収率が若干異なるため，本研究では集計値に従業者数
10人以上の母集団宿泊施設数に対する回収施設数の逆数を乗じた値を用いた．なお，2013年の佐久市
においては，対象となる従業者数10人以上の宿泊施設の母数は年間を通して17軒である．客室稼働率
－195－
については元の値をそのまま用いた．
12）ここでは宿泊旅行統計の定義に準ずる．
13）仲間で積立を行う組織で，積み立てたお金をゴルフや旅行などに使ったりしている．何十年も続いて
いる無尽講もある．
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